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▽
脱
硫
廃
触
媒
測
劉
畷
劉

謡
鰯
鰯
幽
繍
霊
馴
罰
馬
錫
鯉

回
堀
．
？

、
台
湾
の
国
営
石
油
会
社
で

あ
る
中
国
石
油
は
原
油
等
を

年
間
３
６
０
０
万
沙
詞
台
塑

石
化
は
２
１
０
０
万
弐
処
理

し
て
い
る
ｐ
処
理
エ
程
で
排

出
さ
れ
る
脱
硫
廃
触
媒
に
は

モ
リ
ブ
デ
ン
、
バ
ナ
ジ
ウ
ム
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
が
含

ま
れ
る
。
含
有
量
は
五
酸
化

バ
ナ
ジ
ウ
ム
が
ｎ
．
２
％
、

酸
化
モ
リ
ブ
デ
ン
が
４
．
５
．

％
、
酸
化
ニ
ッ
ケ
ル
が
１
．
３
－
．

％
、
酸
化
コ
バ
ル
ト
が
０
Ｑ
証

８
％
と
な
る
。
．
．

ま
た
、
台
湾
で
は
年
間
１

万
１
０
０
０
才
（
台
塑
石
化

が
６
０
０
０
少
、
中
国
石
油
丘

が
５
０
０
０
少
）
の
脱
硫
廃

触
媒
が
発
生
す
る
が
、
回
収

可
能
な
有
価
物
の
推
定
量
と
え

し
て
は
凡
五
酸
化
バ
ナ
ジ
ウ

・
ム
で
１
２
３
２
歩
、
酸
化
モ

リ
ブ
デ
ン
で
４
９
５
少
、
酸

化
ニ
ッ
ケ
ル
で
１
４
３
少
、

酸
化
コ
バ
ル
ト
で
配
少
と
な
へ

る
。

▽
廃
触
媒
別
謝
鮒
醐
銅
”
一

現
状台

湾
に
は
３
つ
の
廃
触
媒

の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
が
あ

る
。
福
誼
企
業
（
年
間
処
理

能
力
１
万
４
５
０
０
少
）
と
毛
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日
系
企
業
で
あ
る

鵬
報
器
硝
恥
正
小
嶋
輝
Ⅷ

溌
鯉
責
す
る
虹
京
資
源

源
創
０
０
０
卦
）
が
あ

瀬
飾
確
麺
躍
鰯

台
察
お
り
、
需
要
に
対

日
系
企
業
で
あ
る
日
揮
が
投
ら
れ
る
。
年
間
需
要
量
は
約
州
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ
物
理
的
な
噴
砂
法
か
化
学
的
が
汚
泥
と
廃
液
を
収
集
し
て

王
資
し
て
い
る
華
銀
実
業
（
１
１
１
万
５
０
０
０
少
で
、
国
内
－
ル
ヘ
韓
国
、
日
本
か
ら
輪
な
リ
ッ
チ
ン
法
を
用
い
て
、
簡
単
な
処
理
を
施
し
、
輸
出

万
２
０
０
０
少
買
台
塑
が
投
外
に
販
売
し
て
い
る
。
そ
の
入
し
て
い
る
。
、

付
着
し
た
Ｉ
Ｔ
Ｏ
タ
ー
ゲ
ッ
し
て
い
る
た
め
だ
。
そ
の
た

う
資
す
る
虹
京
資
源
（
１
万
５
ほ
か
ブ
リ
キ
め
っ
き
用
途
の
：
▽
召
湾
飼
澗
翻
謝
劇
到
需
ト
材
を
剥
離
し
て
回
収
し
て
め
輸
入
単
価
と
輸
出
単
価
の

－
０
０
０
卦
）
が
あ
る
。
だ
が
、
需
要
は
年
間
約
２
０
０
０
嘉
一
ｆ

い
る
。
そ
の
後
、
イ
ン
ジ
ウ
差
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

天
実
際
の
操
業
率
は
能
力
の
釦
ノ
。
他
の
化
学
品
な
ど
の
用
、
・
台
湾
で
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
使
：
ム
と
錫
を
分
離
し
、
電
解
す
▽
唾
詞
ア
抑
ズ
の
肌
サ
イ

’
１
釦
％
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
て
‐
途
に
年
間
約
２
０
０
０
少
の
用
量
は
年
２
７
０
１
３
０
０
る
こ
と
で
４
Ｎ
５
品
位
の
イ
勤
彪

お
り
、
需
要
に
対
す
る
台
湾
需
要
が
あ
る
。
”
ず
〆
ノ
ノ
ほ
ど
に
な
り
へ
年
約
“
ナ
》
ン
ジ
ウ
ム
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
台
湾
で
は
廃
蛍
光
灯
が
毎

国
内
で
の
供
給
量
は
年
間
で
ｒ
▽
錫
緬
蝋
灘
削
翻
泌
溌
湿
や
の
４
Ｎ
５
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
金
て
い
る
。
イ
ン
ジ
ウ
ム
の
含
年
約
５
０
０
０
沙
出
て
い
る

約
２
万
３
０
０
０
少
ｐ
足
り
．
封
装
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
じ
属
を
輸
入
し
て
い
る
。
台
湾
有
量
１
５
０
１
５
０
０
皿
位
が
、
処
理
業
者
は
７
社
あ
る
。

な
い
迅
万
渉
余
り
は
サ
ウ
ジ
た
残
澄
に
含
ま
刷
る
錫
は
約
で
は
ｒ
ｍ
Ｏ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
材
の
廃
蝕
刻
液
は
、
年
約
２
万
処
理
後
に
排
出
さ
れ
た
蛍
光

；
ア
ラ
ビ
ア
、
欧
州
、
日
本
、
一
ｆ
工
５
０
０
非
あ
る
９
基
板
の
（
イ
ン
ジ
ウ
ム
Ⅱ
布
％
、
錫
５
０
０
０
少
が
排
出
さ
れ
て
粉
に
は
水
銀
と
、
３
１
５
％

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
か
ら
輸
遮
蔽
材
料
か
ら
出
た
剥
離
廃
Ⅱ
記
％
）
を
年
３
０
０
１
３
い
る
。
こ
れ
を
交
換
樹
脂
で
の
レ
ア
ア
ー
ス
を
含
ん
で
い

入
し
て
い
る
。
１
十
液
は
約
１
万
３
０
０
０
誹
余
５
０
少
ほ
ど
生
産
し
、
日
系
付
善
さ
せ
回
収
し
、
４
Ｎ
５
る
。
そ
の
量
は
年
釦
１
１
２

Ｊ
隼
Ｊ
鉱
物
資
源
《
軒
並
み
輸
入
Ｔ
糾
騨
熊
縦
鱗
鵬
黙
鐸

Ｊ
ご
急
が
れ
る
回
収
・
再
生
シ
ズ
テ
ム
緬
輔
髄
鶏
鶏
鎌
瀞
醐
綿

寺
パ
ラ
ジ
ウ
ム
、
モ
リ
プ
ー
ア
リ
あ
る
。
》
そ
こ
に
錫
が
約
５
企
業
か
ら
約
釦
泳
の
Ｉ
ｍ
Ｏ
出
さ
れ
た
汚
泥
の
セ
リ
ウ
ム
て
処
理
し
て
い
る
。

丁
ン
を
回
収
し
た
後
の
残
置
や
１
８
％
含
ま
れ
て
お
り
、
約
タ
ー
ゲ
ッ
ト
材
を
輸
入
し
て
含
有
量
は
５
１
卯
％
ほ
ど
と
ネ
オ
ジ
ム
磁
石
を
生
産
し

ニ
ー
ッ
ケ
ル
と
コ
バ
ル
ト
を
含
Ｆ
１
Ｏ
０
０
少
の
錫
が
回
収
で
い
る
。
台
湾
で
の
需
要
量
は
拳
ら
れ
る
が
、
産
出
量
は
把
て
い
る
工
場
に
お
け
る
不
良

ぷ
む
緑
泥
は
、
現
在
台
湾
で
は
“
き
る
こ
と
に
な
る
。
プ
リ
柔
》
年
３
６
０
１
４
０
０
ノ
で
、
握
で
き
て
い
な
い
。
硝
酸
セ
品
の
産
出
量
は
年
加
１
１
０

適
切
な
処
理
が
な
さ
れ
て
い
且
め
っ
き
の
汚
泥
か
ら
は
約
１
｝
そ
の
中
の
半
分
が
廃
材
と
な
り
ウ
ム
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
蝕
０
ナ
ほ
ど
あ
り
、
全
量
産
中

な
い
幻
処
理
プ
ロ
セ
ス
を
開
為
０
０
ナ
を
回
収
で
き
る
と
推
り
日
本
へ
輸
出
し
、
再
生
し
刻
液
と
し
て
用
い
た
後
の
廃
国
大
陸
へ
送
っ
て
再
生
処
理

ざ
発
し
て
解
決
す
べ
き
で
あ
計
さ
れ
る
。
廃
材
か
ら
出
た
…
て
い
る
。

液
の
セ
リ
ウ
ム
含
有
量
は
、
／
を
し
て
い
る
。
石
油
製
錬
工

・
ぱ
る
。
心
、
芋
・
』
一
ふ
く
錫
の
回
収
量
は
年
約
３
０
０
｜
▽
溺
愛
溺
飼
鋼
圃
再
生
４
０
０
１
１
０
０
０
皿
で
、
場
か
ら
は
、
レ
ア
ア
ー
ス
を

作
▽
碧
湾
砺
錫
需
要
へ
。
（
恥
０
少
と
見
込
ま
れ
、
そ
の
一
コ
〃
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
の
プ
ロ
こ
ち
ら
は
年
、
万
Ｉ
釦
万
少
１
．
５
１
３
％
含
む
Ｆ
Ｃ
Ｃ

台
湾
で
は
錫
を
す
べ
て
輪
』
ち
の
約
半
分
が
外
国
に
輸
出
セ
ス
の
中
官
ｒ
ｍ
Ｏ
夕
１
条
の
廃
液
が
出
る
と
推
計
し
て
廃
触
媒
が
、
年
約
１
万
１
２

入
に
頼
っ
て
い
る
垣
・
税
関
の
；
さ
れ
へ
．
残
り
の
半
分
を
国
内
３
ゲ
ッ
ト
材
が
蒸
発
さ
れ
、
パ
い
る
。
現
在
、
台
湾
で
廃
棄
万
少
産
出
さ
れ
て
い
る
。
現

資
料
に
よ
肘
ば
錫
の
輸
入
量
一
（
で
再
生
し
て
い
る
。
ｊ
、
ネ
ル
（
記
％
）
と
チ
エ
ン
バ
物
を
適
切
処
理
で
き
る
業
者
在
は
生
コ
ン
の
添
加
材
料
と

は
年
間
約
２
万
非
と
示
し
て
》
台
湾
で
の
錫
の
再
生
量
は
〆
Ｉ
（
布
％
）
に
付
着
す
る
。
｝
は
ま
だ
な
い
。
近
年
で
は
、
し
て
使
用
し
た
り
、
固
化
し

＃
い
る
ｐ
主
に
ソ
ル
ダ
ー
ペ
ー
…
年
約
４
０
０
０
少
と
見
込
ま
、
チ
ェ
ン
バ
ー
に
不
着
し
た
イ
ノ
輸
出
量
が
輸
入
量
よ
り
多
く
て
埋
め
立
て
を
行
っ
て
い

・
ス
ト
や
線
、
溶
接
棒
に
用
い
れ
る
。
不
足
分
は
中
東
、
欧
〆
ン
ジ
ウ
ム
は
八
再
生
業
者
が
な
っ
て
い
る
が
へ
再
生
業
者
る
。
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